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出土返物観察表

番号 行 正 誤

4 6 G.0.90

6 カット 体B『 外面T端 88に「あた

り」をつける

S 1 カット 体88外 面下端88に「|あ た

り」をつける

10 3 80%

13 2 多方向の停止範削

り調整

多方向の静止箆切り調整

21 5 高むは「 ハ Jの 字

状

間むは「 11」 の字状

23 4 体 g“ 外面 (ェ 六 88折 面は

23 6 端88に 面をなす 端 BBに 至をなす

25 2 70夕b

28 右回転ロクロ成影 葛回転 ロク ロ

3コ 4 カッ ト 口競部内面から体部外面

にかけて
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1.調 査に至 る経過

大淵窯跡群 A・ Bocの 所在す る笠問市は 、昭和 33年 S月 隣接する町村

を合併 して誕生 した。笠問市に確認 されている須恵器窯跡群は、佐白山 (1

8 2 Hl)の北束部、友部町上市原 と境 して、田道 50号 線の両側台地斜面に

A・ B・ C3地 点の窯跡が所在する。その範囲については 、明確にされてい

ない。

寮跡 Aは 、国道 50号線北側の台地斜面に所在 (笠間市大淵 6～ 36外 )

する。ここは、笠問市史編 さん古代 。中世史科 として、昭和 61年 7月 から

10月 にかけて、学術調査による発掘調査 した ところである。

窯跡 Bは 、国道 50号線南側、笠間 自動車学校のある台地の南東部を通る

市道新堤一日車場線北側斜面に所在 (笠聞市笠問宇長呂比 4194番 地先 )

す る。

窯跡 Cは 、市街に向か う国道 50号 線左側の畑地や水田の一部に所在 (笠

間市大字笠間 4026-2番 地外 )す る。

今回、笠間市において、補助事業による市道新堤一日車場線の改良工事が

計画 された。このため市建設課は、埋蔵文化財所在の有無 とその取扱いにつ

いて 、市教育委員会に照会 した。これ を うけた市教育委員会は、直ちに現地

B遠 跡 を調査 した。その結果 、笠間 自動車学校手前の現道路敷の一部は、窯

跡 Bの範囲内にあることを確認 した 。そこで 、市教育委員会は、工事担当の

建設課 と、遠跡の取扱いについて協議 し、急拠土木工事に併行 して発掘調査

を実施することに した。
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2.発 掘調査の経過

本窯跡は、市の東端長呂比に所在 し、南東に面する台地斜面の裾部で市街

に向か う国道 50号 線か ら左手 自動車学校に通 じる市道の先端部に位置 して

いる。道路の右側は水田に面 し、その比高差約 3m、 標高 67.7mを 測 る

ことがで きる。

窯跡は、現道路敷を合む北側傾斜部 を利用 して構築 された登窯ではないか

と思われ る。現道路建設や 、自動車学校敷地造成に際 し、広範囲に斜面が削

り取 られた。

発掘現場を見学にきた 自動車学校職員の話 しによると、昭和 48年 頃、自

動車学校の道路側の上止め工事の とき、焼上 、炭化物に混 じつて多数の須恵

器の破片が出土 したといわれる。また、現道路北側斜面畑地や 、南側法下の

水田にかけて須恵器片が採集 されている。以上の見地か ら本窯跡は、現道路

沿い北側斜面に何基かの須恵器窯跡が所在す ることは間違 いない。

今回の調査はt道路改良工事 と併行 しての発掘調査のため、まず 、重機に

よつて現道路面のアスファル トを掘削除去 し、遺構の確認 を進めた。予想 と

しては、多分灰原の一部が存在す るのではないか と思 つている。何分調査範

囲が小 さいので、成果の期待は うすい。
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012月 12日 (土 )曇

笠間市教育委員会文化財担当塊 沢主査 、市建設課小池主査によつて、調

査 区を現道路面 (3m× 1 5 rn)に 設定 し、杭打ちを行 う。

012月 15日 (火 )曇

調査前の道跡及び周辺の写真撮影 、地形測量、標高測定を行 う。

012月 17日 (木 )晴

本 日か ら作業開始、市教委社会教育課 、市建設課の応援によつて発掘作

業 を行 う。現道路面のアスファル ト掘削除去は、宮本工務店の重機 (バ ッ

クホー )に よつて、厚 さ 30cmの アスフアル トを除去する。

◎発掘調査参加者 河村教育次長、雨海社教課長補佐、社教文化財

担 当繋収 主査 、建設課小池主査外 3名

道路表面削除後、更に lmの 深 さまで順次分層の削除土を行 う。調査東

端 に青 白色の粘土層 、焼土確認 、須恵器破片焼土内炭化物に埋土 。

① 12月 18日 (金 ) 晴

発掘参加者 、調査員中山仁美 、補助員社教鬼 沢主査、市史編 さん室大島

室長 、同大高嘱託、建設課小池主査外 3名 と除土作業 を西方に移 し、土層

を観察す る。炭化物混在の土層中か ら、焼上 、多数の須恵器破片 (蓋・琴

・盤・ツポ・カメ等 )が 出土 。写真撮影  午後見学者 市長 、河村教育

次長 、自動車学校職員 3名

012月 19日 (土 )晴

発掘参加者 、社教雨海 、禁 沢 、市史編 さん室大島、大高、建設課小池外

南側壁面 、東側壁面のセクシ ョン図作成 、写真撮影、調査区全体測量

012月 20日 (日 )休 み

012月 21日 (月 )晴

発掘参加者  調査員中山仁美 、社教第沢 、市史編さん室大島、大高 、建

設課小池外

5



調査区の清掃、焼土塊、周辺実測、遠物収納

012月 22日 (火 )晴

調査終了に伴 う全体の見直 し、遺物の収納、埋め戻 し。

午後、遠物の整理 、報告書のまとめ等について、中山調査員文化財担 当

妬 沢主査 と打合せ . 以  上

3.遺 構について

本調査においては、現道路敷下の一部の発掘調査で、窯跡の全体を知るこ

とはできない。 しか し、焼土、炭化物混在の堆積土層 と、須恵器破片が多数

埋土 されて検出されたことか らみて、本遺構は、灰原の一部であると思われ

る。発掘を更に道路北側の斜面に広げることができれば、焚口部は近 くに確

認することも可能であるし、窯跡 Bの性格、特徴を把握す ることがで きると

考えられる。

灰原 とは、須恵器清算において焚田部を開 き、前面にかき出 した灰が扇状

に堆積 された ところを呼んでいる。またの灰原には、製品の失敗品の捨場に

もなつているので、ここか ら貴重な須恵器の破片が発見 される場合 もある。

遺跡の灰原か ら出土、採集 された遺物は、すべて須恵器の破片で、器種 と

しては、盤・雰上 高台付不 ・壷・な などの破片である。

遠物については、中山仁美調査員によって整理された詳細な観察記録を参

考にされたい。
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遠物 につ いて

本 遺構の出土遺物は全て須恵器 で ある 。器種 とその 出土破片数 は表

1の とお りで あ る。また雰 と高台付界 を中心 と した器種の底部外面に
ti)

箆書 きによる「一 」、「七 」、「十 」な どの漢用数 字や 、「 ×」、「

竹」な どの箆記号が 5種 11点 (う ち 4点 につ いては破片のため に識

別 が不可能 )が 確認 され た 。 表 2

これ ら出土遠物の実年代 を検討す るため に 、比較的 出土点数 の多か

つた界 、高台付界 、盤 をそれ ぞれ 器形 ご とに分類 し、また界 につ いて

は手 法 な どの比較 も行な つた 。 表 3

そ して 、この検討 に際 しては 、笠 間市大 淵案跡群 (A地埜与
)を
中心

に 、近接 し既 に調査報告 されて い る岩瀬 町堀 ノ内古窯跡 S恙水戸市木

葉下遺跡 (窯 ゴ タ を基準 に した 。

表 1 出土器種と破片数

表2 箆言己号表

器  種 蓋 好 高台付界 般
一 高盤 短頚壷 長顕壷 壷 猛 合 計

破片数 (点 ) 35 62 45 医
フ

１
■ 7 4 49 298 552

記 号

器 種

七 十 × ノ 不  明 計

牙 2 1 4 7

高台付■Tl 2 1 4

合  計 2 2 １
■ 1 1 4
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表3 カたいフ明Jによる手法の比較

湘選 「あたりJの有無 底部の切り離し 底部の調整の有無とその調整

A
５

６

×

Ｏ

回転範切り
〃

Ｏ

Ｏ

一部箆ナデ
ー部箆ナデか

B

７

８

９

Ю

Ｈ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

〃

〃

〃

〃

〃

×

Ｏ

ｘ

一部回転箆削りが

C

12

13

14

15

16

×
Ｏ

×
Ｏ

Ｏ

′′

〃

′′

〃

′′

○

○

×
Ｏ

Ｏ

静止箆削り (一方向 )
静止箆削り (多方向 )

回転安第1り

回転箆削り

D
17

18

19

劉

×

Ｘ

×

×

′′

〃

利
回転箆切り

×

。

利

ｘ

静止箆削り (二方向 )

琴 (第 6図 5～ 20)

Aグ ループ  体部が丸味のあ る形を示す 。 (5。 6)

Bグ ループ  Aグ ループ よ りわずかに体部が伸び る形 を示す 。

(7～ 12)

Cグ ルー プ  体部が外上方 にまっす ぐに伸びて くるが 、器高 が低

い。 (12～ 16)

Dグ ルー プ
・
体部 が まっす ぐに伸び 、器高が増 し、底径が縮小す

る。 (17～ 20)

高台付イ  (第 7図 21～ 24)

法量の差 は見 られ るが器形 はほぼ同一であ り、時期的な隔た り

は 、ほ とん ど認め られな い。
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盤 (第 7図 25～ 30)

Aグ ループ  底部 が扁平で あ る。 (25・ 26)

Bグルー プ  底部が深 くな る。 (27～ 30)

以上 の こ とか ら本遺構 である大 淵案跡 (B地点 )出 土の野 は 、 Aグ

ルー プか ら Dグ ループヘ と次第 に変化 して いつた と見 られ る。これ ら

の雰 は大淵窯跡 (A地点 )灰 原 出上の雰 と器形が酷似す るが 、底部外

面の調整 を比較す ると、 A地点 出土 の界 は切 り離 しの際の 回転箆切 り

痕 を残 し無調整 の ものが圧倒的 に多 いのに対 して 、 B地 点 出土の界 は

ほぼ半数 が静止箆削 り調整や 回転箆 削 り調整がな され ている。

グル ープ別 に見 ると Aグ ループの雰 は 、器形 をおお まかに識別 した

とき、木葉下遠跡 E3号 望:と 土 の琴 Aや 、堀 ノ内古窯跡群花見堂支群
(0)
1号 窯 出上の琴 AⅢ と類 似す る。 Bグル ープの不 は木葉下遺跡 E6号

窯 出土 の /「 Aと 類似す るが 、底部の法量が E6号 案の もの よ りやや縮

小 され て いる。 Cグ ル ープの野 と花見堂支群 4号 窯 出土の琴 AⅢ を比

較す る と、その器形は類似 して い るが Cグ ル ープの 雰の方がやや新 し

い もの と考 え られ る。 また 、木棄下遺跡 E5号 窯 出上の不 Aと 類似点

が見 られ 、底部 の調整 も Cグ ル ー プのほ とん どに 、静止箆削 り調整や

回転 箆 削 り調整 が見 られ るよ うにな る。 Dグループの耳 は底径が さ ら

に縮 小 されて くる。これ らは第6図 (18)の 好 を除 くと花見堂支群

C地点 出上 の 不 AⅢ と法量の上 か らも類似す る もので ある。

次 に高 台付耳 は大淵窯 跡 (A地 京 )灰 原 出上の もの と酷似 し、ほぼ

平行 して製1作 された と推察 で きる ものが含 まれ て い る。また 、花見堂

支群 C地 点 出土 の雰 BI、 雰 BI、 同 2号 窯 出土の雰 B IVと 類似す る。

盤 は 坪の C、 Dグ ル ープ と同時期 に製1棒 された もの と思 われ るが 、

第7図 (30)は 口縁部 を欠 き形態 が明瞭ではな いが 、盤の Bグ ルー



(7)
プの うち最 も新 しいもの と見 るこ とがで き、笠間市石井台遠跡鶴 上の

盤 と類似す る と思われ る。

以上 おお まかではあるが検討 を試みて きた 。この こ とか ら笠間市大

淵案跡 (B地 点 )灰 原出上の須恵 器 を、 8世 紀中葉後半か ら遅 くとも

9世 紀初頭 までに製作 された もの と推定す る。

t中 山 仁 美)

注

(1 )外 山泰久  『木葉下三 ヶ野窯跡出上の底部ヘ ラ記号 』 茨城

県遠跡地名表  1983

)須恵器窯跡地で A地 点は 1986年 に発掘調査 された 。 B地

点 よ り北東方向直線距離に して 650mに 位置す る。

)① 高井悌二郎・藤田清  「常陸堀 ノ内古案址琳 調査慨報 I―

花見堂古案姓声 」「常陸堀 ノ内古窯址辞 調査慨報 ]―花見堂

古窯拉そ の他― 」『 甲陽史呼』四  1958

②高井悌三郎他  「常陸国新治郡上代遺跡の研究 Ⅱ」『甲陽

史学会 』 1988

)① 「常磐 自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書 」 6(木 葉

下遺跡 I窯跡 )『 茨城県教育財団文化財調査報告 』第 21集

(財 )茨 城県教育財団  1983・

②「常磐 自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書 」8(本 葉

下遺跡 Ⅱ案跡 )『 茨城県教育財団文化財調査報告 』第 26集

(財 )茨城県教育財団  1984

③水戸市木葉下遺跡発掘調査会『 常陸木棄下窯跡 』一 水戸西

流通センター建設工事に伴 う埋蔵文化財 (須恵器窯跡 )調査

(2

(3

(4



記鉾 -1986

(5)注 (4)の ② と同 じ

(6)注 (3)の ② と同 じ

(7)笠 間市教育委員会  『 石井台道跡発掘調査報告書』 (笠間焼
販売 セ ンターかまげん建設地 )1984

違物の記載方法

1.挿 図 、観察表 、写真図版における出土遺物に付 した番号は、同一番号

とした。

2.遺 物は 、 1/3の 縮尺 とした。

3.出 土違物観察表の法量 (cm)の 略号は次の とお りである。

A 口 径      F つ まみ径

B 器 高      G つまみ高

C 底 径

D 高台径

E 高台高

( )は 推定径・遠存高を表す 。

4.色 調は、小山正忠 、竹原秀雄編著『新版標準土色帖』財団法人 日本色

彩研究所 を用いた。

( )は 内面の色調を表す。

5.備 考欄の百分率は残存率である。

11  '
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第 7図  灰 原 出 上 遺 物 実 測 図 (2)
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表

番
号
器
種
法
量
(硼
)

形
態
の
特
徴

手
法
の
特
徴

胎
土
・
色
調
・
焼
成

備
 
考

1
蓋

Ａ Ｂ Ｆ Ｇ

(1
8。
50
)

3.
50

2.
55
1.
20

登
薮
課
審
書
|こ
綴
r論
議
輩
髪
密
尋

つ
。
天
丼
部
は
や
や
丸
く
、
口
稜
部

と
の
境
界
に
明
瞭
な
稜
を
持
つ
。

口
縁
部
は
下
方
向
に
屈
曲
し
、
端
部

は
,や
や
尖
る
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
つ
ま
み
は
貼

り
付
け
る
。
天
上
部
中
位
は
回
転
箆

削
り
調
整
。
他
は
内
・
外
面
積
す
デ

調
整
。

細
砂
・
砂
粒

オ
リ
ー
プ
灰
色

普
通

20
%

2
蓋

メ【
 (
11
.6
0)

B 
 2
.8
0

F 
 2
.5
0

G 
  
l。
00

小
型
の
蓋
。
天
丼
部
中
央
に
中
高
で

稜
の
鋭
い
つ
ま
み
が
付
く
。
天
丼
部

は
や
や
丸
く
口
縁
部
と
の
境
界
に
や

や
明
瞭
な
稜
を
持
つ
。
口
縁
部
は
下

方
向
に
短
く
屈
曲
し
端
部
は
や
や
尖

る
。

奪
母
誓
:争
異
鉾
監
静
こ
患
争
旨
黎

箆
削
り
調
整
。
他
は
内
外
面
横
ナ
デ

調
整
で
内
面
は
ロ
ク
ロ
ロ
を
残
さ
な

い
。

色

粒 灰

砂 プ
ｅ 一

砂 り 通

細 オ 普

外
面
に
重
ね
焼
き

痕 2
59
6

3
蓋

15
.4
0
2.
80

2.
60

1.
10

Ａ Ｂ Ｆ Ｇ

天
丼
都
中
央
に
偏
平
な
つ
ま
み
が
付

く
。
天
丼
部
は
偏
平
で
口
緑
部
と
の

境
界
に
や
や
明
瞭
な
稜
を
持
つ
.口

緑
部
は
短
か
く
下
方
向
に
屈
曲
し
、

端
部
は
や
や
尖
る
。

奮
母
警
E争
異
露
監
静
こ
藤
含
絵
整

削
り
調
整
.他
は
内
・
外
面
積
ナ
デ

調
整
。

細
砂
・
砂
粒
・
磯

灰
色
普
通

内
・
外
面
に
重
ね

焼
き
痕

50
96

4
蓋

15
.7
0

2.
60

2.
50

Ａ Ｂ Ｆ

天
丼
都
中
央
に
偏
平
な
つ
ま
み
が
付

く
。
天
丼
部
は
偏
平
で
口
緑
部
と
の

境
界
に
や
や
明
瞭
な
稜
を
持
つ
.口

緑
部
は
下
方
向
に
屈
曲
し
端
部
は
や

や
尖
る
。

写号
路量
子 毛
書 監
1昇
三ヨ
手彗

調
整
。

細
砂
。
砂
粒
・
礫

灰
色
普
通

内
面
に
重
ね
焼
と

痕 40
%

5
邦

５ ０ ５

８ １ ５

３ ４ ９

Ａ Ｂ Ｃ

底
部
は
平
底
.体
部
は
内
彎
し
つ
つ

立
上
り
、
口
縁
端
部
は
や
や
丸
い
。
ロ
ク
ロ
成
形
.底
部
は
回
転
箆
切
り

後
、
一
部
箆
ナ
デ
調
整
.

他
は
内
・
外
面
積
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒
・
礫

雲
母
灰
黄
色
(淡
黄
色
)

不
良

50
,お

6
邦 　 　 ・

(1
8.
30
)
4.
20
8。
05

Ａ Ｂ Ｃ

底
部
は
平
底
。
体
部
は
内
彎
し
て
外

上
方
に
の
び
、
口
緑
部
は
や
や
薄
く

端
部
は
丸
い
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
体
部
外
面
下

端
部
に
「
あ
た
り
」
を
つ
け
る
。

底
部
は
回
転
箆
切
り
後
、
一
部
ナ
デ

調
整
。

他
は
内
・
外
面
積
ナ
デ
調
整
。

細
砂
。
砂
粒

に
ぶ
い
赤
褐
色

(褐
灰
色
)

普
通

50
%

7
イ

(1
3.
15
)

4.
40

(9
91
0)

Ａ Ｂ Ｃ

底
部
は
や
や
盛
り
上
が
っ
た
平
底
.

体
部
は
や
や
外
傾
気
味
に
外
上
方
に

の
び
、
口
緑
部
は
わ
ず
か
に
外
反
し

端
部
は
や
や
丸
い
。

ロ
ク
ロ
成
形
。

底
部
は
回
転
箆
切
り
。
外
は
内
・
外

面
積
被
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒

灰
色
普
通

底
部
外
面
に
箆
記

号
「
―
」
  
、
_

30
,る

8
邦

(1
3.
30
)
4.
35
7.
10

Ａ Ｂ Ｃ

B離
彗 雲
拿こ
肇と
オ 禁
盈:
I尋

°
部
は
や
や
尖
る
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
体
部
外
面
下

端
部
に
「
あ
た
り
」
を
つ
け
る
。

底
部
は
厚
く
作
り
回
転
箆
切
り
。

外
は
内
・
外
面
積
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒
・
礫

褐
灰
色
良
好 (
二
次
焼
成
か
)

外
面
に
自
然
釉

焼
台
か

底
部
外
周
部
に
指

紋
を
残
す
。

60
%

9
邦

12
.6
5

4.
50
7.
45

Ａ Ｂ Ｃ

底
部
は
平
底
.体
部
は
外
傾
気
味
に

外
上
方
に
の
び
、
口
緑
部
は
わ
ず
か

に
外
反
し
端
部
は
丸
い
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転

箆
削
り
調
整
。

他
は
内
・
外
面
横
ナ
デ
調
整
で
、
ほ

と
ん
ど
ロ
ク
ロ
ロ
を
残
さ
な
い
。

細
砂
・
砂
粒

灰
色
普
通

70
%

邦

16
.4
0
5.
50

12
.7
0

Ａ Ｂ Ｃ

大
型
の
郷
。
底
部
は
や
や
丸
み
を
帯

び
た
平
底
。
体
部
は
外
傾
気
味
に
外

上
方
に
の
び
る
。

口
緑
端
部
は
丸
い
。
全
体
に
歪
む
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
.底
部
は
回
転

箆
切
り
後
芍
一
部
箆
削
り
調
整
か
。

他
は
内
・
外
面
横
ナ
デ
調
整
で
体
部

内
面
に
ほ
と
ん
ど
ロ
ク
ロ
ロ
を
残
さ

な
い
。

細
砂
・
砂
粒
・
礫

暗
灰
色
(灰
色
)

良
好
、
口
縁
部
内

面
か
ら
体
部
外
面

に
か
け
黄
土
色
の

自
然
釉

口
縁
部
か
ら
体
部

に
か
け
焚
き
割
れ

【 ９
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十
 
遺
 
物
 
観
 
察
 
表

番
号
器
 
種
法
量
(伽
)

Ｂ Ｃ

(3
.0
0)

8。
20

形
態
の
特
徴

底
部
は
平
底
.体
部
は
内
彎
気
味
に

外
上
方
に
の
び
る
。

国
緑
部
は
欠
損
。

手
法
の
特
徴

褒易
τ
F亀
忌 費
Y赤
岳穀
撃 景
誦

整
。

胎
土
・
色
調
・
焼
成

細
砂
・
砂
粒
・
礫

灰
色
普
通

=噂
―

底
部
外
面
に
箆
記

鳥
甲

」

邦

細
砂
・
砂
粒
・
礫

灰
色

底
部
外
面
に
箆
記

号
「
―
」
か

30
%

邦 　 　 一

Ａ Ｂ Ｃ

(1
3.
40
)
4.
20

(8
。
00
)

曇議
こ 手
算魯
と 1彗
量 岳
翫曇
で

や
丸
い
。

格t
i身
監魏
量島
発最
憂覇
整/

つ じ
邦

A 
 (
13
.1
0)

B 
 4
.1
0

c 
(7
.0
0)

懸せ
を 舜
ヱ 努
控獄
患 P
言
森録
憲

か
る
く
外
反
し
て
端
部
は
や
や
丸
い
。

ロ
ク
ロ
成
形
.底
部
は
回
転
箆
切
リ

後
、
多
方
向
の
静
止
箆
切
り
調
整
。

他
は
内
・
外
面
積
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒

灰
色
普
通

30
%

14
邦

Ａ Ｂ Ｃ

(1
4.
50
)
3.
90

9.
10

蜂 T
儀
謀奮
漂課
法 義
ズ盈
読Y
騎

蹂魏
懲 舜
穣e
ぞ
舞皇
努に
のび
、

日 緑
端部
は や
や 尖
る。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転

箆
切
り
.

内
面
は
横
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒
・
礫

灰
色
良
好 (
二
次
焼
成
か
)

焼
台
か

外
面
に
藁
状
繊
維

の
痕
跡
50
%

写 鼻
琶i
毛
亀 建
監 娑
第贔
零 管
理

il
β
占 繊
覇妹
岳
絶 暴
星 蘊
馨
墓 1

げ
痕
を
残
す
。

細
砂
・
砂
粒

灰
白
色
や
や
不
良

50
%

邦

Ａ Ｂ Ｃ

(1
3.
70
)
4.
05
7.
90

煤謀
穣 零
で 偽
懸 贄
撲茫
舞上
方
に

の
び
る
。

口
IP
a端
部
は
丸
い
。

細
砂
・
砂
粒

青
灰
色

(オ
リ
ー
プ
灰
色
)

普
通

45
%

食 υ

Ａ Ｂ Ｃ

邦
(1
3.
90
)
4.
15
8.
10

二秦
を 弄
暑t
'酵
手言
毒争
1盈

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転

絶赳
島甲
舞缶
横ナ
デ 調
整で
ほと

ん
ど
ロ
ク
ロ
ロ
を
残
さ
な
い
。

細
砂
・
砂
粒

灰
色
普
通

30
%

” ｒ
邦

Ａ Ｂ Ｃ

(1
3.
40
)

4。
80

8.
50
阜ユ ニ
と ヨ急
拿ξ l
:ξ
患阜ξ

や
や
丸
い
。

雹毘

'二

争鼻
會監
む ヨ
き :二
霊

さ
な
い
。  
  
  
 
、

邦

Ａ Ｂ Ｃ

(1
2.
05
)
4.
35
7.
90

峰 #
撞
瓢書
漂鎌
払 義
質盈
名譲
騒

森覇
ほ ぐ
ぞ R
恩
猟味
に 外
上 方
に

のび
、口
縁端
部は
やや
尖
る。

ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転
箆
切
リ

後
、
二
方
向
の
箆
削
り
調
整
。

他
は
内
・
外
面
積
す
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒
・
礫

灰
色
普
通

底
部
外
面
に
箆
記

号
か
40
%

ロ
ク
ロ
成
形
.

庵報
R甲
舞善
森堺
子調
整で
、ロ

ク
ロ
ロ
を
残
す
。

細
砂
・
砂
粒

黄
灰
色
(浅
黄
色
)

や
や
不
良

％
ｔ υ
つ と

19
邦

Ａ Ｂ Ｃ

(1
4.
35
)
4.
65

(3
.1
5)

景尊
権 弄
甚こ
と 兵
≧ 二
をみ
&:
。

国
緑
端
部
は
や
や
丸
い
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
厚
く

ξと
と ;吾
ζと
とと
胃警
轟と
窪

い
.

細
砂
・
砂
粒

灰
色
良
好
内
面
に
黄
土
色
の

自
然
紬

底
部
外
面
に
箆
記

号
「
―
」

50
%

（ Ｖ
邦

Ａ Ｂ Ｃ

(1
3.
40
)
4.
70
7.
00

興報
モて
騎篠
ふ 魔
整撼
雰球
R哲
i

口
縄
端
部
は
や
や
尖
る
。

臣 〇
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表

番
号
器
 
種
法
量
(側
)

形
態
の
特
徴

手
法
の
特
徴

胎
土
・
色
調
・
焼
成

備
  
考

高
台
付
邦

５ ０ ０ ０

８ ３ ５ ０

０ ４ ７ １

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

小
型
の
高
台
付
郷
.底
部
と
体
部
の

境
界
は
明
瞭
な
稜
を
持
つ
。
体
部
は

や
や
内
彎
気
味
に
外
上
方
に
の
び
芍

口
縁
部
は
薄
く
外
傾
し
、
端
部
は
や

や
尖
る
。
高
台
は
「
11
」
の
字
状
に
外

下
方
に
開
き
芍
端
部
に
面
を
な
す
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
.底
部
は
回
転

箆
切
り
。
他
は
内
・
外
面
積
ナ
デ
調

整
で
、
体
部
内
面
は
ほ
と
ん
ど
ロ
ク

ロ
ロ
を
残
さ
な
い
。
高
台
は
貼
り
付

け
る
。

細
砂
・
砂
粒

灰
色
普
通

底
部
外
面
に
箆
記

号
「
X」

70
96

高
台
付
邦

５ ０ ５ ５

８ ５ ２ １

０ ４ ６ １

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

小
型
の
高
台
付
邦
。
底
部
は
や
や
厚

く
体
部
は
内
彎
気
味
に
外
上
方
に
の

び
、
口
緑
部
は
薄
く
外
反
し
、
端
部

は
や
や
尖
る
。
高
台
は
「
ハ
」
の
字
状

に
外
下
方
に
開
き
、
端
部
に
面
を
な

す
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転

箆
切
り
。
他
は
内
・
外
面
横
ナ
デ
調

整
。
口
縁
部
外
面
に
粘
土
紐
細
巻
き

上
げ
痕
を
残
す
。
高
台
は
貼
り
付
け

る
。

細
砂
・
砂
粒
・
礫

灰
色
良
好
体
部
内
・
外
面
に

黄
土
色
の
自
然
釉

底
部
外
面
に
覚
記

号
「
X」

底
部
内
面
に
焚
き

割
れ
70
%

０ じ
高
台
付
河

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

13
.4
0

5.
50

8.
35
1。
70

底
部
と
体
部
の
境
界
は
鋭
く
明
瞭
な

稜
を
持
つ
。
体
部
は
や
や
内
彎
気
味

に
外
上
方
に
の
び
、
口
緑
部
に
至
っ

て
外
傾
し
、
端
部
は
や
や
尖
る
。
高

台
は
「
ハ
」
の
字
状
に
外
下
方
に
開

き
、
端
部
に
重
を
な
す
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転

箆
削
り
調
整
後
、
中
位
ま
で
か
る
い

横
ナ
デ
調
整
。
他
は
内
C外
面
積
ナ

デ
調
整
で
、
大
部
外
面
は
ロ
ク
ロ
ロ

を
残
さ
な
い
。

細
砂
・
砂
粒
・
礫

灰
色
普
通

底
部
外
面
に
箆
記

号
「
七
」

60
%

Л ■
高
台
付
邦

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

17
.5
0
6.
50

(9
.9
0)
1.
50

底
部
と
大
部
の
境
界
は
鋭
く
明
瞭
な

被
を
持
つ
。
体
部
は
や
や
内
彎
気
味

に
外
上
方
に
の
び
、
日
緑
部
は
外
反

し
て
薄
く
、
端
部
は
や
や
尖
る
。
高

台
は
『
ハ
」
の
字
状
に
下
方
向
に
開
き

端
部
に
面
を
な
す
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転

箆
削
り
調
整
.他
は
内
・
外
面
積
ナ

デ
調
整
.高
台
は
貼
り
付
け
る
。

細
砂
・
砂
粒

灰
赤
色
(灰
褐
色
)

普
通

50
%

Ｌ υ
盤

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

(2
2.
05
)
3.
55

(1
4.
70
)
1.
35

体
部
は
外
反
気
味
に
外
上
方
に
大
き

く
開
く
。
体
部
と
口
緑
部
の
境
界
に

明
瞭
な
稜
を
持
つ
。
口
緑
部
は
外
反

し
て
端
部
は
や
や
丸
い
。

高
台
は
「
ハ
」
の
字
状
に
外
下
方
に
開

き
、
端
部
に
面
を
な
す
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転

箆
削
り
。
他
は
内
・
外
面
積
ナ
デ
調

整
。
口
縁
部
は
薄
手
。
高
台
は
貼
り

付
け
る
。
全
体
に
丁
寧
な
作
り
だ
が

一
部
歪
む
。

細
砂
・
砂
粒

灰
赤
色
(暗
赤
灰
色
)

良
好
内
面
に
黄
白
色
の

自
然
釉

内
面
に
重
ね
焼
痕

26
盤

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

(2
3.
50
)
3.
60

(1
4.
00
)
1.
30

体
部
は
内
彎
気
味
に
外
上
方
に
大
き

く
開
く
。
体
部
と
口
緑
部
は
外
反
し

て
端
部
は
丸
い
。
高
台
は
垂
下
し
端

部
に
や
や
く
ば
ん
だ
面
を
な
す
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
.底
部
は
回
転

箆
削
り
調
整
か
。

他
は
内
・
外
面
横
ナ
デ
調
整
。

高
台
は
贈
り
付
け
る
。

細
砂
・
砂
粒
・
礫

雲
母
灰
色
普
通

40
%

盤

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

(2
2.
40
)
3.
75

(1
4.
20
)
1.
50

体
部
は
内
彎
気
味
に
外
上
方
に
大
き

く
開
く
。
体
部
と
口
緑
部
の
境
界
に

や
や
明
瞭
な
稜
を
持
つ
。

口
縁
部
は
外
反
し
て
端
部
は
丸
い
。

高
台
は
「
ハ
」
の
字
状
に
外
下
方
に

開
く
、
端
部
に
面
を
な
す
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
.底
部
は
回
転

箆
切
り
後
、
回
転
箆
削
り
調
整
。

他
は
内
・
外
面
積
ナ
デ
調
整
で
、
内

面
に
ロ
ク
ロ
ロ
を
残
す
。
口
縁
部
と

体
部
の
境
界
は
薄
く
作
る
。
高
台
は

貼
り
付
け
る
。

細
砂
・
砂
粒
9礫

暗
赤
灰
色

良
好
外
面
に
自
然
釉

内
面
に
重
ね
焼
き

痕 25
°
/O

０ ０
盤

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

(2
2.
20
)
4.
60

(1
4.
35
)
1.
60

体
部
は
外
反
気
味
に
外
上
方
に
大
き

く
開
く
.体
部
と
口
緑
部
は
外
反
し

て
、
端
部
は
や
や
丸
い
。

高
台
は
「
ハ
」
の
字
状
に
下
方
向
に
開

き
端
部
に
面
を
な
す
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
。
底
部
は
回
転
箆
削

り
調
整
。
他
は
内
・
外
面
横
ナ
デ
調

整
.口
縁
部
は
薄
手
.

高
台
は
貼
り
付
け
る
。

細
砂
・
砂
粒
・
雲

母 赤
灰
色
普
通

内
面
に
重
ね
焼
き

痕 4
0%

∩ υ
盤

(2
1.
10
)

4。
00

13
.8
5

1.
40

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

体
部
は
内
彎
気
味
に
外
上
方
に
大
き

く
開
く
。
体
部
と
口
緑
部
の
境
界
に

明
瞭
な
稜
を
持
つ
。
口
緑
部
は
垂
直

に
立
ち
上
が
り
、
直
ち
に
外
傾
す
る
。

口
緑
部
は
丸
い
。
高
台
は
か
る
く
,も
、

ん
ぼ
り
端
部
に
や
や
丸
い
面
を
な
す
。

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転

箆
削
り
調
整
で
、
内
面
は
ロ
ク
ロ
ロ

を
残
す
。

高
台
は
貼
り
付
け
る
。

細
砂
・
砂
粒

オ
リ
ー
プ
灰
色

普
通

内
面
に
重
ね
焼
痕

60
%

盤
 
か

(2
.5
0)

(9
.1
0)
1.
20

Ｂ Ｄ Ｅ

底
部
は
厚
く
、
体
部
は
内
彎
気
味
に

外
上
方
に
の
び
る
と
思
わ
れ
る
。

高
台
は
『
ハ
」
の
字
状
に
外
下
方
に
開

き
、
端
部
に
面
を
な
す
。

口
緑
部
は
欠
損
.

右
回
転
ロ
ク
ロ
成
形
。
底
部
は
回
転

箆
削
り
調
整
。

他
は
内
・
外
面
積
ナ
デ
調
整
。

高
台
は
底
部
に
二
条
の
沈
線
を
入
れ

貼
り
付
け
る
。

細
砂
・
砂
粒

灰
色
良
好
(二
次
焼
成
)

台 ％
焼 ３
０

串 『
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表

番
号
器
 
種
法
量
(∞
)

形
態
の
特
徴

手
法
の
特
徴

胎
土
・
色
調
・
焼
成
備
 
考

短
顕
壷
Ａ Ｂ
(1
3.
60
)

(3
.7
0)

竪 蕃
密 霊
言皇
練 」
:塩
昂撥
賀僚
内
・
外
面
は
被
ナ
デ
調
整
。

全
体
に
薄
手
.

涸
砂
・
砂
粒

灰
白
色
良
好
口
緑
部
内
面
か
ら

外
面
に
か
け
て
自

然
釉

沼
壁
付
着

並

Ｂ Ｄ Ｅ

(1
1.
10
)

11
。
05

1e
00

口
緑
部
か
ら
顕
部
は
欠
損
。
体
部
は

内
彎
し
つ
つ
立
ち
上
が
る
。

ga
tt
z醤
密重
挙!
こ

外下
方に
開
粘
土
紐
積
み
上
げ
成
形
.内
面
に
粘

土
紐
痕
を
残
す
。

内
・
外
面
は
横
ナ
デ
調
整
。

高
台
は
貼
り
付
け
る
。

細
砂
・
砂
粒

黒
褐
色
(灰
色
)

良
好
底
部
内
面
と
体
部

外
面
に
黒
色
ビ
ー

ド
ロ
状
の
自
然
釉

妻
と
重
ね
焼
き
か

甕
の
日
縁
部
付
着

襲
(2
3,
40
)

(7
.6
0)

Ａ Ｂ

強
く
内
彎
す
る
体
部
か
ら「
く
」
の
字

状
に
屈
曲
す
る
口
緑
部
が
付
く
。

口
緑
端
部
は
下
方
向
に
広
が
る
。

粘
土
紐
積
み
上
げ
成
形
。
内
・
外
面

は
横
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒

灰
白
色
(黒
褐
色
)

良
好
口
緑
部
内
面
か
ら

外
面
に
か
け
て
自

然
釉

34
翼

B 
(1
0。
90
)

口
緑
部
の
一
部
。

粘
土
紐
積
み
上
げ
形
成
.外
面
に
ク

シ
状
工
具
に
よ
る
波
状
紋
を
施
す
。
細
砂
・
砂
粒

灰
色
良
好
(二
次
焼
成
)

口
緑
部
内
面
か
ら

体
部
外
面
に
か
け

て

焼
台
壷
又
は
甕
片
付
着

出 ∞
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遺
物
観
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表

番
号
暑辞
  
麺載
繊
量
(a
ll
)
形
態
の
デ “
特
徴
t

手
法
の
特
徴

胎
土
・
色
調
・
焼
成
備
 
考

l
壷
 
蓋
Ａ Ｂ
(1
3.
90
)

(2
.2
0)

天
丼
部
は
や
や
偏
平
と
思
わ
れ
,日

縁
部
は
下
方
向
に
屈
曲
し
、
端
部
に

面
を
な
す
。

つ
ま
み
は
欠
損
。

ロ
ク
ロ
成
形
。

内
・
外
面
は
被
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒

黒
灰
色
良
好
外
面
に
自
然
釉

2
蓋

Ａ Ｂ Ｆ Ｇ

(2
3.
30
)
4.
85
3,
70
1.
90

天
丼
部
中
央
に
や
や
偏
平
な
宝
珠
形

の
つ
ま
み
が
付
く
。
天
丼
部
は
や
や

丸
い
。
口
緑
部
は
下
方
向
に
短
く
屈
曲
し
、

端
部
は
や
や
丸
い
。

ロ
ク
ロ
成
形
。

つ
ま
み
は
貼
り
付
け
る
。

天
丼
部
中
位
は
回
転
箆
削
り
調
整
。

内
・
外
面
は
横
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒

黒
灰
色
良
好
外
面
全
体
に
自
然

釉

内
面
に
重
ね
焼
き

痕

3
郷

Ａ Ｂ Ｃ

12
.3
0
5.
00

(6
.9
5)

底
部
は
平
底
。

体
部
は
や
や
内
彎
気
味
に
外
上
方
に

の
び
.口
緑
端
部
は
や
や
丸
い
。

ロ
ク
ロ
成
形
。

底
部
は
回
転
箆
切
り
。

内
外
面
は
横
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒

灰
色
普
通

4
邦

Ｂ Ｃ 　 　 　 一

(2
.9
0)

(5
.5
5)

小
型
の
邦
。

底
部
は
平
底
で
.体
部
は
や
や
内
彎

気
味
に
外
上
方
に
の
び
る
と
思
わ
れ

る
。
口
緑
部
は
欠
損
.

ロ
ク
ロ
成
形
.

底
部
は
回
転
銘
切
り
か
。

内
。
外
面
は
横
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒

灰
色
普
通

底
部
外
面
に
箆
記

号

5
高
台
付
邦

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

体
部
は
内
彎
気
味
に
外
上
方
に
の
び

る
と
思
わ
れ
る
。

高
台
は
「
ハ
」
の
字
状
に
外
下
方
に
開

く
も
の
と
、
や
や
ふ
ん
ば
る
も
の
で
、

い
ず
れ
も
端
部
に
面
を
な
す
。

ロ
ク
ロ
成
形
。

自
然
釉
の
た
め
に
調
整
不
明
。

個
体
融
着
.

細
砂
・
砂
粒

黒
灰
色
良
好
自
然
紬

10
番
の
壷
底
部
を

上
位
に
重
ね
焼
き

重
ね
焼
き
に
籾
穀

使
用

6
盤

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ

15
.8
5

3。
20

(9
.7
0)
1.
55

体
部
は
外
反
気
味
に
外
上
方
に
大
き

く
開
く
。
体
部
と
口
緑
部
の
境
界
に

や
や
明
瞭
な
被
を
持
つ
。
口
緑
部
は

外
反
し
て
端
部
は
や
丸
い
。
高
台
は

「
ハ
」
の
字
状
に
外
下
方
に
開
き
端
部

に
面
を
な
す
。
底
部
は
欠
損
。

ロ
ク
ロ
成
形
。

内
・
外
面
は
被
ナ
デ
調
整
.

高
台
は
貼
り
付
け
る
。

細
砂
・
砂
粒
・
礫

暗
灰
色
普
通

7
短
駅
壷
Ａ Ｂ

6.
40

(4
.5
0)

小
型
の
短
顕
壷
.体
部
は
外
傾
気
味

に
外
上
方
に
の
び
、
肩
で
鋭
く
内
傾

す
る
。
口
緑
部
は
外
傾
し
て
立
ち
上

が
り
、
短
部
は
や
や
尖
る
。 
・

底
部
は
欠
損
.

ロ
ク
ロ
成
形
.

内
・
外
面
は
被
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒

黒
灰
色
良
好
口
縁
部
内
面
か
ら

体
部
外
面
に
か
け

て
自
然
釉

8
長
顕
壷
Ａ Ｂ

8。
00

(6
.3
0)

唄
部
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
が

上
位
よ
り
大
き
く
外
反
す
る
。

口
縁
部
は
外
傾
し
て
短
く
外
上
方
に

の
び
、
端
部
は
や
や
丸
い
。

大
部
は
欠
損
。

粘
皮
紐
巻
上
げ
成
形
と
思
わ
れ
る
。

外
面
は
被
ナ
デ
調
整
。

細
砂
。
砂
粒

灰
色
良
好
内
面
全
体
と
口
緑

部
外
面
自
然
釉

9
壷

B 
 (
12
.3
5)

長
顕
壷
と
思
わ
れ
る
。

体
部
の
み
。

体
部
は
内
彎
し
つ
つ
立
ち
上
が
り
、

肩
で
大
き
く
張
る
。

粘
土
組
積
み
上
げ
成
形
か
。

内
・
外
面
は
横
ナ
デ
調
整
。

細
砂
・
砂
粒

暗
灰
色
良
好
体
部
外
面
に
自
然

釉

（ Ｖ
壷

Ｂ Ｄ Ｅ

(4
.3
0)

10
.3
0

1.
00

体
部
は
内
彎
し
つ
つ
立
ち
上
が
る
と

思
わ
れ
る
。

高
台
は
短
く
垂
下
し
、
端
部
に
や
や

丸
み
を
帯
び
た
面
を
な
す
。

粘
土
紐
積
み
上
げ
成
形
か
。

内
面
は
被
ナ
デ
調
整
。

高
台
は
貼
り
付
け
る
。

細
砂
・
砂
粒

黒
灰
色
良
好
外
面
に
自
然
釉

5番
の
高
台
付
邦

を
下
位
に
重
ね
焼

き



参
考
資
料

遺
物
観
察
表

手
法
の
特
徴

粘
土
紐
積
み
上
げ
成
形
。

内
面
は
被
ナ
デ
Pp
q盤
。

外
面
に
ク
シ
状
工
具
に
よ
る
波
状
紋

を
施
す
。

か
ら「
く
」
の
字
状
に

屈
曲
す
る
国
縁
部
が
付
き
、
外
端
部

は
わ
ず
か
に
垂
下
す
る
。

体
部
は
内
彎
し
つ
つ
立
ち
上
が
り
肩

で
大
き
く
張
る
。
顕
部
は
内
傾
気
味

に
立
ち
上
が
る
が
中
位
よ
り
外
反
し

口
緑
部
に
至
っ
て
下
方
向
に
広
が
り

面
を
な
す
。
高
台
は
垂
下
し
、
端
部

に
面
を
な
す
。
体
部
は
一
部
欠
損
。

顕
部
は
粘
土
紐
巻
き
上
げ
成
形
。

日
緑
部
か
ら
体
部
に
か
け
芍
内
外
面

と
も
枝
ナ
デ
調
整
。
底
部
内
・
外
面

は
ナ
デ
調
蹴
。
高
台
は
貼
り
付
け
る
。

体
部
と
顕
部
は
接
合
す
る
。

(三
段
構
成
)

細
砂
・
砂
粒
・
長

石
粒
多

灰
色
(青
灰
色
)

良
好
内
・
外
面
に
自
然

釉

口
顕
部
内
面
.体

部
外
面
に
フ
リ
モ

ノ
多
高
台
端
面
に
取
り

外
し
の
際
の
箆
傷

80
% 
  
 
・

中 Φ

―
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L==67_o9m

第 3図  東 側 (A)セ ク シ ョ ン 図

第 4回  東 側 (B)セ ク シ ヨ ン 図

L=67.09m

東側セクションA
■.黒色土

2.焦土混・炭灰
3.焦土混・炭灰・土器埋土
4.粘 度
5。 ローム内に粘度プロック

6.ロームに粘土混
7.粘 土
8.ローム内に黒色土混

東側セクションB

l.ロ ーム上層からの流れ

2.ローム層に焦土混在

3.黒褐色土内に墨焼 (混)

4.焦土・塁混在建嘘登)

5.焦土なし

6.粘 上 層

7.望
蓬握髭
り
継 (密

規 在

8.ローム層からの流れ

9.青粘土プロック

10.硬く締まっている。茶褐色 ″

11.焦土極少混 黒色 粘性 (有)″

Hue7.5YR :明 褐色

″ 7.5YR:黒掲色

″ 7.5YR:黒褐色

″ 7.5YR:黒褐色

″ 7.5Y: :褐色

南側セクシヨン

■.粘 土 層

2.焦土 硬く締まっている

3.焦土 帯状に流入
4.焦土・灰混在 (少量)

5.焦土・灰・粘土混在砂 量)

6.不明プロック

7.粘土流入

L=67.09m

5=】
応。

7.5YR : だいだぃ

2.5YR:に どまい赤褐色

7.5YR:明褐色

5B G:青 かい色

7.5YR:褐色

7.5YR:明褐色

第 5図 南 側 セ ク シ ョ ン 図

2E



図版  1

大渕窯跡 (B地 点)の 現況

灰原の状況 (北側 より)

22



図 脈

発掘調査風景

|

123

遺跡出土状況 (西側よ り)
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図版  5

26
灰原出土置物 (1)



図版  6

20a惑

21aな韓

灰原 出土 置物 (鶏
27



22のた評

図版  7

霧 百璃

'12

28

灰原出土置物●)



むすび

笠問市長呂比地先の現道路敷の小範囲の発掘調査で、窯跡 Bの性格・特徴

については、明 らかにすることはできない。今回の発掘調査の限 りでは、本

窯体は須恵器生産のための登案前庭部か ら、灰原に続 く道構の一部とも思わ

れる。

登窯 とは、丘陵斜面に舟底状をした焚国か ら燃焼部・焼成部・煙道へ と続

いているのが一般的である。昭和 61年 7月 か ら 10月 にかけて 、笠間市市

史編 さん室による学術調査が行われた大淵窯跡 Aは 、地下約 5.51nに 焚口

部を構築 し更に掘 り込んだ地下式壱窯で、地形・地層・風向きを検討 して設

けられた特色ある須恵器案跡 として注 目された 。限定 された調査範囲のため

焚田部 。前庭部の調査に止 どまり、全窯体を発掘調査す ることができなかっ

たのは残念である。

岩瀬町大字大泉に所在す る堀の内須恵器案跡郡は、町の西北端 、栃木県境

の丘陵の東南裾部に残つている。角釜案跡・扇山窯跡・花見堂窯跡・同東部

窯跡・柳沢窯跡 を含む窯跡群は、新治郡家関係の須恵器窯跡 として、早くか

ら知 られた案跡である。 (昭和 35年 12月 県指定史跡 )

壱 窯 と呼ぶのは、窯体を地中で トンネル状に掘 り込み、構築す ることから

いわれたが、一般的には、須恵器窯は床面 (焼成部 )の傾斜度合か ら登窯 と

平窯に分けられている。

ここで大淵案跡群研究において問題 となるのは、窯跡 A・ B・ C3地 点 と

の関連性 をどう結びつけるかである。 3地点 とも距離的に近 く、三角形の頂

点に位置 した A・ B・ Cを 直線で結ぶ ことができる。AB間 650m・ AC

間 420m・ BC間 350mを 測ることがで きる。この 3地点の窯跡を同時

期の もの とすれば、工人の連絡は当然考えられ るところである。

そのほか、 3地点の出土須恵器の成形・粘土成分による採取地の検討 ,製

29



品の耐火度や吸湿性において、窯体構造の差異等の科学的分析似寄 らなけれ

ば、窯跡 A・ B・ cの関連性を結びつけることはできない。案跡 Aに ついて

は、出土資料の科学的分析 (学習院大学 )結 果が出ている。窯跡 B調査にお

いては、市道の改良工事に伴 う緊急調査であるので、調査期間・調査範囲・

調査予算等の面か ら科学的処理することはできなかった。

しか し、これ ら 3地点の須恵器窯跡群の存在は、中世における笠間窯業史

研究上極めて重要 といわなければな らない。

おわ りに、窯跡群 A・ B・ C3地 点の学術的総合調査の機会を笠間市によ
って持たれることを願つて稿を了 したい。
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